
(57)【要約】

　本発明は、自動車のパワートレーンに設けられた多板

クラッチを操作するための軸方向調節装置であって、該

軸方向調節装置が、長手方向軸線（Ａ）を有するハウジ

ング（４）と、ボール・斜面カム機構（１）とを有して

おり、該ボール・斜面カム機構（１）が、ハウジング（

４）に軸方向と半径方向とで支持定された支持ディスク

（１７）と、軸方向可動な作動ディスク（１６）とを備

えている形式のものに関する。支持ディスク（１７）は

ハウジング（４）内で回動防止されていて、第１の側面

（２３）に周方向で変化する深さを有する第１のボール

溝（２４）を有している。作動ディスク（１６）は回転

駆動可能であって、前記第１の側面（２３）に向かい合

って位置する第２の側面（２５）に周方向で変化する深

さを有する第２のボール溝（２６）を有している。第１

のボール溝（２４）と第２のボール溝（２６）とはそれ

ぞれ互いに逆向きの勾配を有する１つのペアを形成して

いて、それぞれ１つのボール（２７）を収容している。

作動ディスク（１６）は一方では多板クラッチ（２）に

軸方向で支持されており、他方では前記ボール溝（２４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た 多 板 ク ラ ッ チ を 操 作 す る た め の 軸 方 向 調 節 装 置 で
あ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） と 、 長 手 方 向 軸 線 （ Ａ ） に 関 し て セ ン タ リ ン グ さ れ て 配 置 さ れ
た ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 （ １ ） と が 設 け ら れ て お り 、 該 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 （ １ ） が 、
軸 方 向 と 半 径 方 向 と で ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） に 位 置 固 定 さ れ た 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） と 、 該 支
持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） に 対 し て 軸 方 向 可 動 な 作 動 デ ィ ス ク （ １ ６ ） と を 備 え て い る 形 式 の も
の に お い て 、
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） が ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） 内 で 回 動 防 止 さ れ て い て 、 第 １ の 側 面 （ ２ ３
） に 周 方 向 で 変 化 す る 深 さ を 有 す る 第 １ の ボ ー ル 溝 （ ２ ４ ） を 有 し て お り 、
　 軸 方 向 で 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） と 多 板 ク ラ ッ チ （ ２ ） と の 間 に 配 置 さ れ た 作 動 デ ィ ス ク
（ １ ６ ） が 回 転 駆 動 可 能 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 側 面 （ ２ ３ ） に 向 か い 合 っ て 位 置 す る 第 ２
の 側 面 （ ２ ５ ） に 周 方 向 で 変 化 す る 深 さ を 有 す る 第 ２ の ボ ー ル 溝 （ ２ ６ ） を 有 し て お り 、
　 そ れ ぞ れ １ つ の 第 １ の ボ ー ル 溝 （ ２ ４ ） と 第 ２ の ボ ー ル 溝 （ ２ ６ ） と が ペ ア を 形 成 し て
お り 、 そ れ ぞ れ １ つ の ペ ア の 第 １ の ボ ー ル 溝 （ ２ ４ ） と 第 ２ の ボ ー ル 溝 （ ２ ６ ） と が 、 互
い に 逆 向 き の 勾 配 を 有 し て い て 、 一 緒 に な っ て １ つ の ボ ー ル （ ２ ７ ） を 収 容 し て お り 、
　 作 動 デ ィ ス ク （ １ ６ ） が 、 一 方 で は 少 な く と も 間 接 的 に 多 板 ク ラ ッ チ （ ２ ） に 軸 方 向 で
支 持 さ れ て お り 、 他 方 で は 前 記 ボ ー ル 溝 （ ２ ４ ， ２ ６ ） 内 に 保 持 さ れ た ボ ー ル （ ２ ７ ） に
よ っ て 軸 方 向 と 半 径 方 向 と で 支 承 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た 多 板 ク ラ ッ チ を 操 作 す る た め の
軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） が ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １
記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） が ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） と 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 該 ハ ウ ジ ン グ （ ４
） に 第 １ の ボ ー ル 溝 （ ２ ４ ） が 加 工 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） の 内 周 面 （ １ ９ ） が 、 ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） に 設 け ら れ た ス リ ー ブ 状
の 突 設 部 （ ２ １ ） に 押 し 被 せ ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） の 外 周 面 が 、 ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） に 設 け ら れ た 旋 削 加 工 部 内 に 押 し
込 ま れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） が ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） に 摩 擦 接 続 的 に 、 特 に プ レ ス 嵌 め に よ っ て 結
合 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） が ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） に 形 状 接 続 的 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ ま
た は ５ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 作 動 デ ィ ス ク （ １ ６ ） が 前 進 時 で は 多 板 ク ラ ッ チ （ ２ ） を 負 荷 す る た め に 、 後 退 時 で は
多 板 ク ラ ッ チ （ ２ ） を 解 放 す る た め に 作 動 さ れ る よ う に な っ て お り 、 し か も 後 退 時 に 終 端
ス ト ッ パ に よ り 規 定 さ れ た 、 前 記 ボ ー ル 溝 （ ２ ４ ， ２ ６ ） 内 で の ボ ー ル （ ２ ７ ） の 終 端 位
置 が 達 成 さ れ た 後 に 、 作 動 デ ィ ス ク （ １ ６ ） が 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） と 一 緒 に ハ ウ ジ ン グ
（ ４ ） に 対 し て 弾 性 的 に オ ー バ シ ュ ー ト す る こ と を 可 能 に す る ば ね 手 段 （ ３ ２ ） が 設 け ら
れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） が 、 ハ ウ ジ ン グ （ ４ ） に 設 け ら れ た 回 転 ス ト ッ パ （ ３ ５ ） と 、 ハ
ウ ジ ン グ （ ４ ） に 支 持 さ れ た 前 記 ば ね 手 段 （ ３ ２ ） と の 間 に 回 動 防 止 さ れ て 保 持 さ れ て お
り 、 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） が オ ー バ シ ュ ー ト 時 に 前 記 ば ね 手 段 （ ３ ２ ） に 抗 し て 回 動 す る

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-505274 A 2007.3.8



よ う に な っ て い る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ば ね 手 段 （ ３ ２ ） が 、 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） に 対 し て 接 線 方 向 に 配 置 さ れ た 圧 縮 コ
イ ル ば ね に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 該 圧 縮 コ イ ル ば ね が 、 支 持 デ ィ ス ク （ １ ７ ） に 設 け ら
れ た 突 起 （ ３ ４ ） と 協 働 す る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ 記 載 の 軸 方 向 調 節 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た 多 板 ク ラ ッ チ を 操 作 す る た め の 軸 方 向
調 節 装 置 に 関 す る 。 こ の 場 合 、 多 板 ク ラ ッ チ は 複 数 の ク ラ ッ チ 摩 擦 板 の セ ッ ト を 有 し て お
り 、 こ れ ら の ク ラ ッ チ 摩 擦 板 は そ れ ぞ れ 交 互 に 、 互 い に 相 対 的 に 回 転 可 能 な ２ つ の 部 分 の
一 方 と 他 方 と に 相 対 回 動 不 能 で か つ 軸 方 向 摺 動 可 能 に 結 合 さ れ て い る 。 こ れ ら の ク ラ ッ チ
板 は 、 軸 方 向 で 位 置 固 定 さ れ た ス ト ッ パ デ ィ ス ク に 当 て 付 け ら れ て い て 、 軸 方 向 移 動 可 能
な プ レ ッ シ ャ デ ィ ス ク に よ っ て 負 荷 可 能 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の た め に は 、 軸 方 向
調 節 装 置 が 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 相 対 回 動 不 能 に 保 持 さ れ た 、 複 数 の 第 １ の ボ ー ル 溝 を 備 え た
支 持 デ ィ ス ク と 、 こ の 支 持 デ ィ ス ク に 対 し て 回 転 可 能 な 、 複 数 の 第 ２ の ボ ー ル 溝 を 備 え た
作 動 デ ィ ス ク と を 有 し て い る 。 第 １ の ボ ー ル 溝 と 第 ２ の ボ ー ル 溝 と は 周 方 向 で 互 い に 逆 向
き の 勾 配 を 持 っ て 延 び て お り 、 こ の 場 合 、 そ れ ぞ れ ２ つ の 互 い に 向 か い 合 っ て 位 置 す る ボ
ー ル 溝 が そ れ ぞ れ １ つ の ペ ア を 形 成 し て い て 、 そ れ ぞ れ １ つ の ボ ー ル を 収 容 し て い る 。 周
面 に わ た っ て 互 い に 逆 向 き の 勾 配 が 設 け ら れ て い る こ と に 基 づ き 、 支 持 デ ィ ス ク に 対 す る
作 動 デ ィ ス ク の 回 転 に よ っ て 軸 方 向 移 動 が 生 ぜ し め ら れ 、 ひ い て は 多 板 ク ラ ッ チ の 操 作 が
行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ３ ３ ４ ８ ２ 号 明 細 書 に 基 づ き 、 既 に こ の よ う な
軸 方 向 調 節 装 置 が 公 知 で あ る 。 こ の 公 知 の 軸 方 向 調 節 装 置 は 、 電 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 駆
動 可 能 な 作 動 デ ィ ス ク と 、 ハ ウ ジ ン グ に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ た 支 持 デ ィ ス ク と を 有 し
て い る 。 作 動 デ ィ ス ク は 転 が り 軸 受 け に よ っ て 多 板 ク ラ ッ チ の ボ ス に 回 転 可 能 に 装 着 支 承
さ れ て お り 、 支 持 デ ィ ス ク は ラ ジ ア ル 軸 受 け に よ っ て 、 作 動 デ ィ ス ク に 設 け ら れ た ス リ ー
ブ 状 の 突 設 部 に 回 転 可 能 に 装 着 支 承 さ れ て い る 。 支 持 デ ィ ス ク と 多 板 ク ラ ッ チ の プ レ ッ シ
ャ リ ン グ と の 間 に は 、 ス ラ ス ト 軸 受 け が 設 け ら れ て お り 、 こ の ス ラ ス ト 軸 受 け を 介 し て 支
持 デ ィ ス ク と 作 動 デ ィ ス ク と の 間 の 軸 方 向 移 動 が 多 板 ク ラ ッ チ の 操 作 の た め に 引 き 続 き 伝
達 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ １ ２ ９ ７ ９ ５ 号 明 細 書 に は 、 同 様 の 軸 方 向 調 節 装
置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 軸 方 向 調 節 装 置 は 互 い に 相 対 的 に 回 転 可 能 で か つ 互 い に 同 軸 的
に 支 承 さ れ た ２ つ の デ ィ ス ク を 有 し て い る 。 両 デ ィ ス ク の 間 で は 、 周 面 に わ た っ て 深 さ の
変 化 す る ボ ー ル 溝 ペ ア 内 に そ れ ぞ れ ボ ー ル が 案 内 さ れ て い る 。 両 デ ィ ス ク の う ち 、 一 方 の
デ ィ ス ク は 軸 方 向 で 支 持 さ れ て お り 、 第 ２ の デ ィ ス ク は ば ね 手 段 の 弾 性 的 な 戻 し 力 に 抗 し
て 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 両 デ ィ ス ク の い ず れ か 一 方 の デ ィ ス ク は 駆 動 モ ー タ に よ っ て
歯 車 伝 動 装 置 を 介 し て 駆 動 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ば ね 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 該 ば ね 手
段 は 、 デ ィ ス ク の 後 退 時 に ボ ー ル 溝 内 で の ボ ー ル の 、 最 大 溝 深 さ に よ り 規 定 さ れ た 終 端 位
置 が 達 成 さ れ た 後 に 、 駆 動 可 能 な 方 の デ ィ ス ク が ば ね 手 段 の 弾 性 的 な 戻 し 力 に 抗 し て オ ー
バ シ ュ ー ト す る （ Ueberschwingen） こ と を 可 能 に す る 。 回 転 駆 動 可 能 な 方 の デ ィ ス ク は ニ
ー ド ル 軸 受 け に よ っ て ボ ス に 装 着 支 承 さ れ て お り 、 定 位 置 の デ ィ ス ク は 回 転 す る 方 の デ ィ
ス ク に 設 け ら れ た 突 設 部 に ス ラ イ ド 式 に 装 着 支 承 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 公 知 先 行 技 術 か ら 出 発 し て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 単 純 な 構 造 を 具 備 し て い て 、
し か も 従 来 と 同 じ 機 能 性 を 維 持 し た ま ま 、 減 じ ら れ た 構 成 部 分 点 数 を 有 し て い る よ う な 、
自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た 多 板 ク ラ ッ チ を 操 作 す る た め の 軸 方 向 調 節 装 置 を 提
供 す る こ と で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 課 題 は 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た 多 板 ク ラ ッ チ を 操 作 す る た め の 軸 方
向 調 節 装 置 で あ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 長 手 方 向 軸 線 に 関 し て セ ン タ リ ン グ さ れ て 配 置 さ れ
た 、 一 般 に 「 ボ ー ル カ ム 」 と 呼 ば れ る ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 （ Kugelrampenanordnung） と
が 設 け ら れ て お り 、 該 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 が 、 軸 方 向 と 半 径 方 向 と で ハ ウ ジ ン グ に 位 置
固 定 さ れ た 支 持 デ ィ ス ク と 、 該 支 持 デ ィ ス ク に 対 し て 軸 方 向 可 動 な 作 動 デ ィ ス ク と を 備 え
て い る 形 式 の も の に お い て 、 支 持 デ ィ ス ク が ハ ウ ジ ン グ 内 で 回 動 防 止 さ れ て い て 、 第 １ の
側 面 に 周 方 向 で 変 化 す る 深 さ を 有 す る 第 １ の ボ ー ル 溝 を 有 し て お り 、 軸 方 向 で 支 持 デ ィ ス
ク と 多 板 ク ラ ッ チ と の 間 に 配 置 さ れ た 作 動 デ ィ ス ク が 回 転 駆 動 可 能 で あ っ て 、 前 記 第 １ の
側 面 に 向 か い 合 っ て 位 置 す る 第 ２ の 側 面 に 周 方 向 で 変 化 す る 深 さ を 有 す る 第 ２ の ボ ー ル 溝
を 有 し て お り 、 そ れ ぞ れ １ つ の 第 １ の ボ ー ル 溝 と 第 ２ の ボ ー ル 溝 と が ペ ア を 形 成 し て お り
、 そ れ ぞ れ １ つ の ペ ア の 第 １ の ボ ー ル 溝 と 第 ２ の ボ ー ル 溝 と が 、 互 い に 逆 向 き の 勾 配 を 有
し て い て 、 い わ ば 楔 状 カ ム 溝 を 形 成 し て お り 、 か つ 一 緒 に な っ て １ つ の ボ ー ル を 収 容 し て
お り 、 作 動 デ ィ ス ク が 、 一 方 で は 少 な く と も 間 接 的 に 多 板 ク ラ ッ チ に 軸 方 向 で 支 持 さ れ て
お り 、 他 方 で は 前 記 ボ ー ル 溝 内 に 保 持 さ れ た ボ ー ル に よ っ て 軸 方 向 と 半 径 方 向 と で 支 承 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た 多 板 ク ラ ッ チ を 操 作 す
る た め の 軸 方 向 調 節 装 置 に よ り 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る こ の よ う な 解 決 手 段 に よ り 、 軸 方 向 調 節 装 置 が 単 純 な 構 造 を 具 備 し て い る
と い う 利 点 が 得 ら れ る 。 な ぜ な ら ば 、 作 動 デ ィ ス ク も し く は 支 持 デ ィ ス ク を 支 承 す る た め
の ラ ジ ア ル 軸 受 け が 不 要 と な る か ら で あ る 。 こ れ に よ っ て 製 作 手 間 や 組 立 て 手 間 も 減 じ ら
れ る の で 、 製 造 コ ス ト は 全 体 的 に 減 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 実 施 態 様 で は 、 支 持 デ ィ ス ク が ハ ウ ジ ン グ に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て い る 。 こ
の 場 合 、 少 数 の 部 分 点 数 を 達 成 す る た め に は 、 支 持 デ ィ ス ク が ハ ウ ジ ン グ と 一 体 に 形 成 さ
れ て お り 、 該 ハ ウ ジ ン グ に 第 １ の ボ ー ル 溝 が 加 工 成 形 さ れ て い る と 特 に 好 都 合 で あ る 。 こ
う し て 、 付 加 的 な 支 持 デ ィ ス ク が 不 要 と な る 。 こ れ に 対 し て 択 一 的 な 実 施 態 様 で は 、 支 持
デ ィ ス ク が 別 個 に 製 造 さ れ て い て 、 支 持 デ ィ ス ク の 内 周 面 が 、 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ た ス
リ ー ブ 状 の 突 設 部 に 被 せ 嵌 め ら れ て い る 。 こ れ に 対 す る 変 化 形 で は 、 支 持 デ ィ ス ク の 外 周
面 が 、 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ た 旋 削 加 工 部 内 に 押 し 込 ま れ て い て も よ い 。 支 持 デ ィ ス ク を
ハ ウ ジ ン グ に 固 定 す る た め に は 、 種 々 の 構 成 が 挙 げ ら れ る 。 支 持 デ ィ ス ク が ハ ウ ジ ン グ に
摩 擦 接 続 的 に 、 特 に プ レ ス 嵌 め に よ っ て 結 合 さ れ て い る と 有 利 で あ る 。 し か し 、 支 持 デ ィ
ス ク と ハ ウ ジ ン グ と が 、 た と え ば ス プ ラ イ ン 軸 プ ロ フ ァ イ ル 、 セ レ ー シ ョ ン プ ロ フ ァ イ ル
ま た は 多 角 形 プ ロ フ ァ イ ル に よ り 形 状 接 続 的 に 、 つ ま り 嵌 合 に 基 づ い た 係 合 に よ り 結 合 さ
れ る か 、 あ る い は た と え ば 接 着 ま た は 溶 接 に よ り 材 料 接 続 的 に 結 合 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 択 一 的 な 第 ２ の 実 施 態 様 で は 、 支 持 デ ィ ス ク が 、 制 限 さ れ た 範 囲 で 、 つ ま り 制 限 さ れ た
量 だ け 回 転 運 動 可 能 で あ る 。 具 体 化 さ れ た 構 成 で は 、 作 動 デ ィ ス ク が 前 進 時 で は 多 板 ク ラ
ッ チ を 負 荷 す る た め に 、 後 退 時 で は 多 板 ク ラ ッ チ を 解 放 す る た め に 作 動 さ れ る よ う に な っ
て お り 、 し か も 後 退 時 に 終 端 ス ト ッ パ に よ り 規 定 さ れ た 、 前 記 ボ ー ル 溝 内 で の ボ ー ル の 終
端 位 置 が 達 成 さ れ た 後 に 、 作 動 デ ィ ス ク が 支 持 デ ィ ス ク と 一 緒 に ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 弾 性
的 に オ ー バ シ ュ ー ト す る こ と を 可 能 に す る ば ね 手 段 が 設 け ら れ て い る 。 こ の ば ね 手 段 に よ
り 、 作 動 デ ィ ス ク の パ ワ ー ト レ ー ン の 機 械 的 な 過 剰 負 荷 な し に 、 制 限 さ れ た 量 だ け 作 動 デ
ィ ス ク を 引 き 続 き 回 転 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 回 転 質 量 体 は 終 端 ス ト ッ パ へ
の 到 達 時 に ば ね 弾 性 的 に 支 持 さ れ て か つ 有 利 に は 付 加 的 に 減 衰 さ れ て 制 動 さ れ 得 る 。 支 持
デ ィ ス ク が 、 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ た 回 転 ス ト ッ パ と 、 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ た 前 記 ば ね
手 段 と の 間 に 回 動 防 止 さ れ て 保 持 さ れ て お り 、 支 持 デ ィ ス ク が オ ー バ シ ュ ー ト 時 に 前 記 ば
ね 手 段 に 抗 し て 、 つ ま り 前 記 ば ね 手 段 を 押 圧 し な が ら 、 回 動 す る よ う に な っ て い る と 有 利
で あ る 。 こ の 場 合 、 支 持 デ ィ ス ク と ハ ウ ジ ン グ と の 間 の ス ラ イ ド 式 の 当 付 け に 基 づ い た 摩
擦 力 を 介 し て 、 前 記 振 動 過 程 の 減 衰 を 確 保 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 ば ね 手 段 は 特 に 支 持 デ ィ ス ク に 対 し て 接 線 方 向 に 配 置 さ れ た 圧 縮 コ イ ル ば ね に よ っ
て 形 成 さ れ 得 る 。 こ の 圧 縮 コ イ ル ば ね は 、 支 持 デ ィ ス ク に 設 け ら れ た 突 起 と 協 働 す る 。 別
の 構 成 は 、 前 記 ば ね 手 段 が 弾 性 的 な ゴ ム エ レ メ ン ト ま た は プ ラ ス チ ッ ク エ レ メ ン ト に よ り
形 成 さ れ る こ と に あ る 。 こ の 場 合 、 こ の 弾 性 的 な ゴ ム エ レ メ ン ト ま た は プ ラ ス チ ッ ク エ レ
メ ン ト は 直 接 に ハ ウ ジ ン グ 内 に 挿 入 さ れ て い て 、 作 動 デ ィ ス ク に 設 け ら れ た 突 起 と 協 働 す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 有 利 な 実 施 例 を 図 面 に つ き 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 を 備 え た 本 発 明 に よ る 軸 方 向 調 節 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示
す 長 手 方 向 断 面 図 で あ り 、
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 軸 方 向 調 節 装 置 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 長 手 方 向 断 面 図 で あ り 、
　 図 ３ は 、 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 軸 方 向 調 節 装 置 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に よ る 軸 方 向 調 節 装 置 の 第 １ 実 施 例 が 組 込 み 状 態 で 図 示 さ れ て い る 。
こ の 軸 方 向 調 節 装 置 は 、 多 板 ク ラ ッ チ ２ を 操 作 す る た め の 、 駆 動 モ ー タ ３ に よ り 駆 動 可 能
な 、 一 般 に 「 ボ ー ル カ ム 」 と も 呼 ば れ る ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 １ を 有 し て い る 。 ボ ー ル ・
斜 面 カ ム 機 構 １ と 多 板 ク ラ ッ チ ２ と は 一 緒 に な っ て １ つ の ハ ウ ジ ン グ ４ 内 に 配 置 さ れ て い
る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ ４ に 駆 動 モ ー タ ３ が フ ラ ン ジ 締 結 さ れ て い る 。 図 示 の 構 成 ユ ニ ッ ト は
自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に お け る 使 用 の 目 的 で 駆 動 軸 を 必 要 に 応 じ て 接 続 す る た め に 働 く
。 こ の た め に は 、 多 板 ク ラ ッ チ ２ が 、 フ ラ ン ジ ６ を 備 え た ボ ス ５ と 、 ス プ ラ イ ン を 形 成 す
る 長 手 方 向 歯 列 ８ を 備 え た ケ ー ジ ７ と を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 フ ラ ン ジ ６ は ト ル ク 導 入
の た め に 入 力 軸 （ 図 示 し な い ） に 接 続 さ れ 得 る 。 ケ ー ジ ７ 内 に は 、 デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ
ヤ の 駆 動 の た め の 軸 ジ ャ ー ナ ル （ 図 示 し な い ） を 相 対 回 動 不 能 に 差 し 込 む こ と が で き る 。
支 承 の た め に 、 ケ ー ジ ７ は 中 空 ジ ャ ー ナ ル ９ を 有 し て お り 、 こ の 中 空 ジ ャ ー ナ ル ９ は ボ ス
５ に 設 け ら れ た 対 応 す る 孔 内 に 回 転 可 能 に 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 １ に よ り 調 節 可 能 な 多 板 ク ラ ッ チ ２ は 内 摩 擦 板 １ ０ と 外 摩 擦 板 １
１ と を 有 し て い る 。 内 摩 擦 板 １ ０ は ボ ス ５ に 、 外 摩 擦 板 １ １ は ケ ー ジ ７ に 、 そ れ ぞ れ 相 対
回 動 不 能 で か つ 軸 方 向 摺 動 可 能 に 結 合 さ れ て い る 。 内 摩 擦 板 １ ０ お よ び 外 摩 擦 板 １ １ は 、
ボ ス ５ に 結 合 さ れ た 支 持 リ ン グ １ ２ に 軸 方 向 で 支 持 さ れ て い て 、 プ レ ッ シ ャ リ ン グ １ ３ に
よ っ て 軸 方 向 で 負 荷 さ れ る 。 プ レ ッ シ ャ リ ン グ １ ３ は 皿 ば ね １ ４ を 介 し て ボ ス ５ に 軸 方 向
で 支 持 さ れ て い て 、 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 １ に よ り 負 荷 可 能 と な る ス ラ ス ト 軸 受 け １ ５ を
介 し て 移 動 さ せ ら れ る 。 こ の 軸 方 向 移 動 に よ っ て 、 ケ ー ジ ７ は 内 摩 擦 板 １ ０ お よ び 外 摩 擦
板 １ １ を 介 し て ボ ス ５ に 連 結 さ れ 、 こ れ に よ り ト ル ク 伝 達 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス ラ ス ト 軸 受 け １ ５ を 移 動 さ せ る た め に は 、 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 １ が 、 作 動 デ ィ ス ク
１ ６ と 、 こ の 作 動 デ ィ ス ク １ ６ に 対 し て 軸 方 向 で 隣 接 し て 配 置 さ れ た 支 持 デ ィ ス ク １ ７ と
を 有 し て い る 。 作 動 デ ィ ス ク １ ６ と 支 持 デ ィ ス ク １ ７ と は 、 長 手 方 向 軸 線 Ａ に 関 し て セ ン
タ リ ン グ さ れ て 配 置 さ れ て い る 。 支 持 デ ィ ス ク １ ７ は ハ ウ ジ ン グ ４ に 固 く 結 合 さ れ て お り
、 こ の 場 合 、 こ の 支 持 デ ィ ス ク １ ７ の 内 周 面 １ ９ は ス リ ー ブ 状 の 突 設 部 ２ １ に 装 着 さ れ て
プ レ ス 嵌 め さ れ て い る 。 支 持 デ ィ ス ク １ ７ は ハ ウ ジ ン グ ４ に 設 け ら れ た 支 持 面 ２ ２ に 軸 方
向 で 支 持 さ れ て い る 。 支 持 デ ィ ス ク １ ７ の 、 多 板 ク ラ ッ チ ２ 寄 り の 第 １ の 側 面 ２ ３ に は 、
複 数 の 第 １ の ボ ー ル 溝 ２ ４ が 、 周 方 向 で 変 化 す る 深 さ を 持 っ て 配 置 さ れ て い る 。 作 動 デ ィ
ス ク １ ６ は 、 支 持 デ ィ ス ク １ ７ の 第 １ の 側 面 ２ ３ に 向 か い 合 っ て 位 置 す る 第 ２ の 側 面 ２ ５
を 有 し て お り 、 こ の 第 ２ の 側 面 ２ ５ に は 複 数 の 第 ２ の ボ ー ル 溝 ２ ６ が 、 周 方 向 で 変 化 す る
深 さ を 持 っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 そ れ ぞ れ ２ つ の 互 い に 向 か い 合 っ て 位 置 す る ボ
ー ル 溝 ２ ４ ， ２ ６ が １ つ の ペ ア を 成 し て い る 。 そ れ ぞ れ １ つ の ペ ア の ボ ー ル 溝 ２ ４ ， ２ ６
は 周 方 向 で 互 い に 逆 向 き の 勾 配 を 有 し て い て 、 い わ ゆ る 楔 状 カ ム 溝 を 形 成 し て お り 、 そ し
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て そ れ ぞ れ 一 緒 に な っ て １ つ の ボ ー ル ２ ７ を 収 容 し て い る 。 し た が っ て 、 駆 動 モ ー タ ３ を
介 し て 回 転 駆 動 可 能 で あ っ て か つ ボ ス ５ に 対 し て 半 径 方 向 遊 び を 持 っ て 配 置 さ れ て い る 作
動 デ ィ ス ク １ ６ は 、 ク ラ ッ チ 側 で は ス ラ ス ト 軸 受 け １ ５ に 支 持 さ れ て い て 、 フ ラ ン ジ 側 で
は ボ ー ル 溝 ２ ４ ， ２ ６ 内 に 保 持 さ れ た ボ ー ル ２ ７ に よ っ て の み 軸 方 向 と 半 径 方 向 と で 支 承
さ れ て い る 。 回 転 駆 動 の た め に 、 作 動 デ ィ ス ク １ ６ は 歯 セ グ メ ン ト ２ ８ を 有 し て お り 、 こ
の 歯 セ グ メ ン ト ２ ８ は 減 速 段 ２ ９ を 介 し て 駆 動 モ ー タ ３ の 駆 動 ピ ニ オ ン ３ １ に よ っ て 駆 動
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 進 時 、 つ ま り 駆 動 モ ー タ ３ に よ る ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 １ の 正 の 調 節 時 で は 、 作 動 デ
ィ ス ク １ ６ の 回 転 が 生 ぜ し め ら れ て 、 作 動 デ ィ ス ク １ ６ は 、 深 い ボ ー ル 溝 範 囲 か ら 浅 い ボ
ー ル 溝 範 囲 へ 向 か っ て 転 動 す る ボ ー ル ２ ７ に よ っ て 軸 方 向 で 多 板 ク ラ ッ チ ２ へ 向 か っ て 皿
ば ね １ ４ の 戻 し 力 に 抗 し て 移 動 さ せ ら れ る 。 後 退 時 、 つ ま り ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 １ の 戻
し 時 で は 、 作 動 デ ィ ス ク １ ６ が 駆 動 モ ー タ ３ に よ っ て 逆 の 回 転 方 向 に 逆 回 転 さ せ ら れ 、 こ
の 場 合 、 作 動 デ ィ ス ク １ ６ は 、 ボ ー ル ２ ７ が ボ ー ル 溝 ２ ４ ， ２ ６ 内 に 設 け ら れ た 終 端 ス ト
ッ パ に 到 達 す る ま で 逆 回 転 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ お よ び 図 ３ に つ き 、 本 発 明 に よ る 軸 方 向 調 節 装 置 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 。
駆 動 モ ー タ お よ び 減 速 ギ ヤ は 図 ２ の 断 面 に は 位 置 し て い な い の で 図 ２ に は 図 示 さ れ て い な
い 。 図 １ に 示 し た 第 １ 実 施 例 の 場 合 と 同 一 の 構 成 部 分 は 、 図 １ に お け る 符 号 に 「 ´ 」 を 付
け た 形 で 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 構 成 部 分 に つ い て は 、 図 １ に つ き 説 明 し た 通 り で あ る の
で 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ハ ウ ジ ン グ 内 に 不 動 に 挿 入 さ れ た 支 持 デ ィ ス ク を 用 い る 図 １ に 示 し た 第 １ 実 施 例 と は 異
な り 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た 第 ２ 実 施 例 で は 、 支 持 デ ィ ス ク １ ７ ´ が ハ ウ ジ ン グ ４ ´ 内
で 制 限 さ れ た 量 だ け 回 転 可 能 で あ っ て 、 回 転 方 向 で ハ ウ ジ ン グ ４ ´ に 設 け ら れ た 圧 縮 コ イ
ル ば ね ３ ２ の 形 の ば ね 手 段 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 圧 縮 コ イ ル ば ね ３ ２ は 、 後 退 時 に ボ
ー ル 溝 ２ ４ ´ ， ２ ６ ´ 内 の ボ ー ル ２ ７ ´ が 終 端 ス ト ッ パ へ 到 達 し た と き に 、 支 持 デ ィ ス ク
１ ７ ´ が 作 動 デ ィ ス ク １ ６ ´ と 一 緒 に 、 制 限 さ れ た 量 だ け 回 転 す る こ と を 可 能 に す る よ う
に 挿 入 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 生 ぜ し め ら れ た 、 作 動 デ ィ ス ク １ ６ ´ の 急 激 な 制 動 は 、 支
持 デ ィ ス ク １ ７ ´ が 圧 縮 コ イ ル ば ね ３ ２ を 縮 め な が ら オ ー バ シ ュ ー ト （ Ueberschwingen）
を 可 能 に す る 限 り は 、 直 接 に 駆 動 モ ー タ ３ ´ の ロ ー タ 質 量 体 へ 伝 達 さ れ な い 。 こ う し て 、
駆 動 モ ー タ ３ ´ の ロ ー タ 質 量 体 お よ び ギ ヤ 質 量 体 は ば ね 弾 性 的 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ か ら 判 る よ う に 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ３ ２ は 、 ボ ー ル 溝 ２ ４ ´ お よ び ボ ー ル ２ ７ ´ と 共
に 概 略 的 に 図 示 さ れ て い る 支 持 デ ィ ス ク １ ７ ´ に 対 し て ほ ぼ 接 線 方 向 に 位 置 し て い る 。 圧
縮 コ イ ル ば ね ３ ２ は 図 面 で 見 て 逆 時 計 回 り の 方 向 で は ハ ウ ジ ン グ ４ ´ に 設 け ら れ た 段 部 ３
３ に 直 接 に 支 持 さ れ て い て 、 時 計 回 り 方 向 で は 支 持 デ ィ ス ク １ ７ ´ に 一 体 成 形 さ れ た 突 起
３ ４ に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 突 起 ３ ４ は ハ ウ ジ ン グ ４ ´ に 設 け ら れ た ス ト ッ パ ３ ５ に 接 触
し て い る 。 こ の こ と は 、 逆 時 計 回 り の 方 向 で 支 持 デ ィ ス ク １ ７ ´ に 衝 撃 が 加 え ら れ る と 、
支 持 デ ィ ス ク １ ７ ´ に 設 け ら れ た 突 起 ３ ４ が 圧 縮 コ イ ル ば ね ３ ２ に 作 用 す る こ と を 意 味 す
る 。 こ れ に よ り 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ３ ２ は 弾 性 的 に 緊 縮 さ れ 、 こ の 場 合 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ３
２ は ハ ウ ジ ン グ ４ ´ に 設 け ら れ た 段 部 ３ ３ に 支 持 さ れ る 。 そ の 後 に 、 支 持 デ ィ ス ク １ ７ ´
は 時 計 回 り 方 向 で 跳 ね 返 り 、 そ し て 再 び 突 起 ３ ４ が 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ´ に 設 け ら れ た ス ト ッ
パ ３ ５ に 当 て 付 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 支 持 デ ィ ス ク １ ７ ´ と ハ ウ ジ ン グ ４ ´ と の 間 の 摩 擦
力 を 介 し て 、 前 記 振 動 過 程 の 減 衰 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構 を 備 え た 本 発 明 に よ る 軸 方 向 調 節 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示 す
長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 軸 方 向 調 節 装 置 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 軸 方 向 調 節 装 置 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 　 ボ ー ル ・ 斜 面 カ ム 機 構
　 ２ 　 多 板 ク ラ ッ チ
　 ３ 　 駆 動 モ ー タ
　 ４ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ５ 　 ボ ス
　 ６ 　 フ ラ ン ジ
　 ７ 　 ケ ー ジ
　 ８ 　 長 手 方 向 歯 列
　 ９ 　 中 空 ジ ャ ー ナ ル
　 １ ０ 　 内 摩 擦 板
　 １ １ 　 外 摩 擦 板
　 １ ２ 　 支 持 リ ン グ
　 １ ３ 　 プ レ ッ シ ャ リ ン グ
　 １ ４ 　 皿 ば ね
　 １ ５ 　 ス ラ ス ト 軸 受 け
　 １ ６ 　 作 動 デ ィ ス ク
　 １ ７ 　 支 持 デ ィ ス ク
　 １ ９ 　 内 周 面
　 ２ １ 　 突 設 部
　 ２ ２ 　 支 持 面
　 ２ ３ 　 第 １ の 側 面
　 ２ ４ 　 第 １ の ボ ー ル 溝
　 ２ ５ 　 第 ２ の 側 面
　 ２ ６ 　 第 ２ の ボ ー ル 溝
　 ２ ７ 　 ボ ー ル
　 ２ ８ 　 歯 セ グ メ ン ト
　 ２ ９ 　 減 速 段
　 ３ １ 　 駆 動 ピ ニ オ ン
　 ３ ２ 　 圧 縮 コ イ ル ば ね
　 ３ ３ 　 段 部
　 ３ ４ 　 突 起
　 ３ ５ 　 ス ト ッ パ
　 Ａ 　 長 手 方 向 軸 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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